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岸
田
文
雄
首
相
を
高
く
評
価
し
た
。

　

国
家
安
全
保
障
戦
略
（
以
下
、
安
保

戦
略
）
で
は
、
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
歴

史
的
変
化
と
地
政
学
的
競
争
の
激
化
に

伴
い
、
国
際
秩
序
は
重
大
な
挑
戦
に
さ

ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
認
識
の
下
、
国

際
協
調
を
旨
と
す
る
積
極
的
平
和
主
義

を
維
持
し
つ
つ
、
我
が
国
を
守
る
第
一

義
的
な
責
任
は
我
が
国
に
あ
る
と
し

て
、
安
全
保
障
上
の
能
力
と
役
割
を
強

化
す
る
と
し
た
。
国
益
実
現
の
た
め
、

「正論」令和５年４月号

わ
れ
る
。

　

こ
ん
な
中
、
昨
年
十
二
月
、
安
全
保

障
関
連
三
文
書
（
国
家
安
全
保
障
戦

略
、
国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力
整
備
計

画
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
同
月
十
六

日
の
米
紙
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ

ャ
ー
ナ
ル
は
、「The Sleeping Japanese 

G
iant Aw

akes

（「
眠
れ
る
巨
人
」
日

本
が
目
覚
め
る
）」
と
題
す
る
社
説
を

掲
載
し
、
日
本
の
歴
史
的
な
変
化
で
あ

る
と
し
て
、
政
治
的
リ
ス
ク
を
と
っ
た

　

日
本
は
戦
後
最
悪
の
安
全
保
障
環
境

に
直
面
し
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
は
昨
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

戦
争
を
始
め
、
い
ま
だ
出
口
が
見
え
な

い
。
中
国
は
「
偉
大
な
る
中
華
民
族
復

興
の
夢
」
を
掲
げ
、
台
湾
武
力
併
合
を

否
定
し
な
い
。
北
朝
鮮
は
昨
年
、
三
十

七
回
、
約
七
十
発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を

日
本
海
な
ど
に
発
射
し
た
。
核
弾
頭
の

推
定
保
有
数
は
四
十
〜
五
十
発
と
さ

れ
、
七
回
目
の
核
実
験
も
準
備
中
と
い

被
爆
国
に
こ
そ

必
要
な「
核
抑
止
戦
略
」
麗
澤
大
学
特
別
教
授・元
空
将

織
田
邦
男

正論大賞
受賞記念論文
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ン
ト
を
改
め
て
表
明
し
た
」（
日
米
共

同
声
明
）
と
そ
っ
け
な
い
。
日
本
が
米

国
に
対
し
、
新
た
に
何
も
要
求
し
な
い

の
で
当
然
こ
う
い
う
反
応
に
な
る
。

感
情
論
に
流
さ
れ
る
な

　

安
保
戦
略
に
「
非
核
三
原
則
を
堅

持
」
と
あ
る
の
は
、「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
の
実
現
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す

る
岸
田
首
相
に
忖
度
し
た
こ
と
も
あ
る

の
だ
ろ
う
。
岸
田
首
相
は
「
私
は
被
爆

地
・
広
島
の
出
身
で
あ
り
非
核
三
原
則

を
厳
守
す
る
」
と
し
ば
し
ば
語
っ
て
い

る
。
五
月
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
を
広
島
で

開
催
し
、
核
軍
縮
の
機
運
を
高
め
る
取

り
組
み
と
し
て
、
全
首
脳
で
広
島
平
和

記
念
資
料
館
を
訪
れ
る
と
い
う
。
結
構

な
こ
と
だ
。
だ
が
、「
被
爆
地
・
広
島

出
身
」
だ
か
ら
「
非
核
三
原
則
を
守

る
」
と
い
う
発
言
は
、
日
本
の
防
衛
に

責
任
を
有
す
る
総
理
大
臣
の
発
言
と
し

の
調
整
機
能
を
更
に
発
展
さ
せ
つ
つ
、

領
域
横
断
作
戦
や
我
が
国
の
反
撃
能
力

の
行
使
を
含
む
日
米
間
の
運
用
の
調

整
、
相
互
運
用
性
の
向
上
、
サ
イ
バ

ー
・
宇
宙
分
野
等
で
の
協
力
深
化
…
」

と
続
く
。
核
抑
止
の
具
体
策
と
は
、
と

て
も
い
え
な
い
。

　

安
保
戦
略
の
冒
頭
、
安
全
保
障
の
基

本
原
則
に
「
非
核
三
原
則
を
堅
持
」
と

明
記
し
た
こ
と
に
よ
り
、
核
の
脅
威
か

ら
日
本
を
守
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
自
ら
縛

り
、
思
考
停
止
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

折
角
の
安
保
戦
略
だ
け
に
極
め
て
残
念

で
あ
る
。
今
回
の
三
文
書
策
定
の
目
的

が
「
反
撃
能
力
」「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
二
％
」

の
実
現
で
あ
っ
た
た
め
、
政
争
の
具
に

な
り
か
ね
な
い
「
非
核
三
原
則
」
に

は
、
で
き
る
限
り
触
れ
た
く
な
い
と
の

思
惑
が
働
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

今
後
、
核
に
係
る
戦
略
環
境
は
ま
す

ま
す
悪
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

安
保
戦
略
は
「
お
お
む
ね
十
年
の
期
間

を
念
頭
に
置
く
」
と
あ
る
。
今
後
十
年

間
、「
非
核
三
原
則
」
を
金
科
玉
条
と

し
て
神
聖
不
可
侵
化
し
、
自
縄
自
縛
に

陥
る
の
は
柔
軟
性
に
欠
け
、
甚
だ
危
険

で
あ
る
。「
米
国
に
よ
る
拡
大
抑
止
の

提
供
」
を
念
仏
の
よ
う
に
唱
え
続
け
る

こ
と
は
早
晩
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
せ
め
て
「
核
の
傘
」
の
信
頼

性
、
実
効
性
向
上
の
方
向
性
、
そ
し
て

情
勢
急
変
の
際
の
対
処
方
針
く
ら
い
は

盛
り
込
む
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
米
国
大
統
領
は

一
月
十
三
日
（
日
本
時
間
十
四
日
）
の

日
米
首
脳
会
談
で
、
反
撃
能
力
の
保
有

を
含
む
日
本
政
府
の
抜
本
的
な
防
衛
力

強
化
を
高
く
評
価
し
た
。
だ
が
核
抑
止

に
つ
い
て
は
、「
核
を
含
む
あ
ら
ゆ
る

能
力
を
用
い
た
、
日
米
安
全
保
障
条
約

第
五
条
の
下
で
の
、
日
本
の
防
衛
に
対

す
る
米
国
の
ゆ
る
ぎ
な
い
コ
ミ
ッ
ト
メ

安
保
戦
略
の
欠
陥

　

他
方
、
安
保
戦
略
の
最
大
の
欠
陥
は

「
核
抑
止
戦
略
」
が
欠
如
し
て
い
る
こ

と
だ
。
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
と
い

う
核
、
ミ
サ
イ
ル
を
保
有
す
る
独
裁
国

家
に
囲
ま
れ
る
環
境
下
に
あ
っ
て
、

「
核
抑
止
戦
略
」
の
欠
如
は
画が

竜り
ょ
う

点て
ん

睛せ
い

を
欠
く
。

　

安
保
戦
略
は
三
十
一
ペ
ー
ジ
の
労
作

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
核
抑
止
関
連
の
記

述
は
ほ
ん
の
数
行
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ

ら
し
き
は
「
核
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
能
力

に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
た
米
国
に
よ
る

拡
大
抑
止
の
提
供
を
含
む
日
米
同
盟
の

抑
止
力
と
対
処
力
を
一
層
強
化
す
る
」

の
一
文
で
あ
る
。「
具
体
的
に
」
と
は

あ
る
も
の
の
「
日
米
の
役
割
・
任
務
・

能
力
に
関
す
る
不
断
の
検
討
を
踏
ま

え
、
日
米
の
抑
止
力
・
対
処
力
を
強
化

す
る
た
め
、
同
盟
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
等

防
衛
力
の
み
な
ら
ず
、
外
交
、
経
済
、

技
術
、
情
報
と
い
っ
た
諸
力
を
総
合
的

に
用
い
た
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視

し
、
サ
イ
バ
ー
、
海
洋
、
宇
宙
、
技

術
、
経
済
な
ど
全
方
位
で
安
全
保
障
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
実
的

で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
優
れ
た
戦
略
で

あ
る
。

　

我
が
国
に
と
っ
て
最
大
の
懸
念
は
、

中
国
の
動
向
で
あ
る
。
こ
の
三
月
か
ら

習
近
平
国
家
主
席
に
よ
る
三
期
目
の
政

権
が
始
ま
る
。
習
政
権
は
側
近
を
イ
エ

ス
マ
ン
で
固
め
、
独
裁
色
を
さ
ら
に
強

め
た
。
透
明
性
を
欠
い
た
軍
拡
を
背

景
に
、
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更

の
試
み
は
、
そ
の
権
威
主
義
的
、
拡
張

主
義
的
傾
向
と
相
ま
っ
て
、
我
が
国

の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
の
懸
念
材
料

と
な
っ
て
い
る
。
安
保
戦
略
で
は
こ
れ

を
「
最
大
の
戦
略
的
な
挑
戦
」
と
し
、

「
脅
威
」
と
は
表
現
し
て
い
な
い
。
米

国
と
日
本
で
は
地
政
学
的
に
も
脅
威
認

識
は
違
っ
て
当
然
で
は
あ
る
が
、
米
国

の
安
保
戦
略
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
よ
う

だ
。

　

国
家
防
衛
戦
略
は
、
従
来
の
防
衛
計

画
の
大
綱
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
新
た

に
策
定
さ
れ
た
。
従
来
の
よ
う
な
防
衛

計
画
の
方
向
性
を
示
す
だ
け
で
な
く
、

安
保
戦
略
を
達
成
す
る
た
め
の
目
標
を

設
定
し
、
具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
手
段

を
明
示
し
て
い
る
点
は
理
解
し
や
す

い
。

　

今
回
の
三
文
書
の
目
玉
は
、
我
が
国

へ
の
武
力
攻
撃
に
対
す
る
抑
止
力
向
上

の
鍵
と
し
て
「
反
撃
能
力
」
の
整
備
を

明
記
す
る
と
共
に
、
今
後
五
年
間
で
関

連
経
費
を
含
む
防
衛
費
を
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
二
％
ま
で
引
き
上
げ
る

方
針
を
明
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
安
倍

政
権
で
も
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
り
、
積
極
的
に
評
価
し
た
い
。
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Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
も
崩
壊
寸
前
に
あ
る
。

五
つ
の
常
任
理
事
国
以
外
に
核
保
有
を

認
め
な
い
こ
の
条
約
に
は
、
核
保
有
国

が
核
軍
縮
を
行
う
と
共
に
、
非
核
国
に

対
し
核
の
使
用
（
威
嚇
、
恫
喝
を
含

む
）
を
し
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
っ

た
。
だ
が
完
全
に
崩
れ
去
っ
た
。

　

こ
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た
金

総
書
記
は
、
今
後
、
核
の
廃
棄
に
は
決

し
て
応
じ
な
い
だ
ろ
う
。
北
朝
鮮
は
深

刻
な
経
済
的
困
難
に
直
面
し
な
が
ら

も
、
軍
事
面
に
資
源
を
重
点
的
に
配
備

し
続
け
て
い
る
。
特
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル

に
つ
い
て
は
、
国
連
安
保
理
決
議
に
違

反
し
て
開
発
し
続
け
て
い
る
。
北
朝
鮮

に
核
、
ミ
サ
イ
ル
を
放
棄
さ
せ
る
原

則
、「
完
全
か
つ
検
証
可
能
で
不
可
逆

的
な
解
体
」（
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
：C

om
plete, 

V
erifiable, and Irreversible 

D
ism

antlem
ent

）
は
も
は
や
死
文
化

し
た
。

る
。
備
蓄
数
量
の
制
限
は
な
く
、
核
廃

絶
に
対
し
て
実
質
的
な
貢
献
は
な
か
っ

た
。
オ
バ
マ
元
大
統
領
本
人
も
「
核
抑

止
の
意
義
を
否
定
し
な
い
」
と
語
っ
て

い
る
。「
核
な
き
世
界
」「
核
使
用
を
断

固
拒
否
」
と
叫
ぶ
だ
け
で
は
、
為
政
者

の
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い

の
だ
。
被
爆
国
だ
か
ら
こ
そ
、
二
度
と

核
の
惨
禍
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
現
実
に
立
脚
し
た
核
抑
止
戦
略
を

構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
核
」
の
脅
威
を
直
視
せ
よ

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
は
、
国
連
安
保

理
の
常
任
理
事
国
が
核
を
ち
ら
つ
か
せ

な
が
ら
侵
略
戦
争
を
実
施
し
た
場
合
、

誰
も
こ
れ
を
止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
現

実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
国
連
も
全
く

無
力
で
あ
る
。
頼
み
の
米
国
も
ロ
シ
ア

の
侵
略
を
抑
止
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
核
の
威
嚇

に
よ
っ
て
、
米
国
の
軍
事
行
動
が
逆
に

抑
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

核
兵
器
は
破
壊
力
が
大
き
す
ぎ
、
も

は
や
使
え
な
い
兵
器
と
い
わ
れ
て
久
し

い
。
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
「
核

は
使
わ
れ
な
い
限
り
有
効
で
あ
る
」
と

い
う
「
ル
ト
ワ
ッ
ク
の
パ
ラ
ド
ク
ス
」

を
証
明
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
核
に
よ

る
威
嚇
、
恫
喝
が
、
通
常
戦
力
で
は
無

力
化
で
き
な
い
と
い
う
現
実
も
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

核
に
よ
る
威
嚇
、
恫
喝
は
大
き
な
政

治
力
を
持
つ
。「
そ
の
国
の
リ
ー
ダ
ー

が
正
気
で
な
い
と
認
識
さ
れ
た
場
合
、

更
に
有
効
性
が
増
す
」
と
い
う
現
実
も

あ
る
。
北
朝
鮮
の
金
正
恩
総
書
記
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
大

統
領
、
中
国
の
習
主
席
に
共
通
し
て
い

る
こ
と
は
、
い
ざ
と
な
れ
ば
何
を
し
で

か
す
か
分
か
ら
な
い
独
裁
者
と
み
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
。

て
は
甚
だ
不
適
切
で
あ
る
。

　

岸
田
首
相
は
一
月
二
十
五
日
、「
国

民
の
命
を
守
り
抜
け
る
か
と
い
う
観
点

か
ら
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を
具
体
化

し
た
」
と
答
弁
し
た
。
同
様
に
、
非
核

三
原
則
が
「
国
民
の
命
を
守
り
抜
く
と

い
う
観
点
か
ら
」
最
良
の
政
策
だ
か
ら

こ
れ
を
厳
守
す
る
と
い
う
な
ら
い
い
。

だ
が
、
現
実
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

核
が
出
現
し
て
以
来
、
核
保
有
国
同
士

の
戦
争
は
起
き
て
い
な
い
。
ま
た
北
大

西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
よ
う

に
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
核
抑
止
と
し

て
、
米
軍
の
核
を
国
内
に
備
蓄
し
、
共

有
し
て
い
る
国
も
あ
る
。

　

他
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
現
在
、
ロ
シ

ア
の
核
の
威
嚇
、
恫
喝
に
翻
弄
さ
れ
て

い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ソ
連
崩
壊
時
、

世
界
第
三
位
の
核
保
有
国
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
米
、
英
、
露
と
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚

書
を
、
そ
し
て
、
中
、
仏
と
は
個
別
の

取
り
決
め
を
結
び
、
国
連
安
全
保
障
理

事
国
が
領
土
の
一
体
性
と
安
全
を
保
障

し
た
こ
と
に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
核
を

廃
棄
し
た
。
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）
に
も
加
盟
し
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
版
非

核
三
原
則
」
を
順
守
し
て
い
た
。
だ
が

二
〇
一
四
年
、
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
ク
リ

ミ
ア
半
島
を
奪
わ
れ
、
そ
し
て
今
、
本

土
へ
の
侵
略
を
許
し
て
い
る
。
核
を
少

数
で
も
保
有
し
続
け
て
い
れ
ば
ロ
シ
ア

の
侵
略
は
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
版
非
核
三
原
則
」
は
侵

略
の
抑
止
に
役
に
立
た
な
か
っ
た
こ
と

は
明
確
だ
。

　

非
核
三
原
則
に
つ
い
て
は
、「
被
爆

国
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
感
情
論
に
流
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
今
一
度
、
効
能
を

冷
静
に
検
証
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

少
な
く
と
も
「
唯
一
の
被
爆
国
」
と
い

う
の
は
「
特
権
」
で
も
な
け
れ
ば
、
敵

が
攻
撃
を
躊
躇
す
る
よ
う
な
「
抑
止

力
」
に
も
な
り
得
な
い
。
か
つ
て
清
水

幾
太
郎
氏
が
著
書
『
日
本
よ
国
家
た
れ　

　

核
の
選
択
』
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
。「
被
爆
国
だ
か
ら
非
核
三
原
則
」

と
い
う
論
理
は
通
用
し
な
い
の
だ
。

　

為
政
者
と
し
て
、「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
「
ど
の
よ
う

に
し
て
」
と
い
う
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示

す
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
目
は
、
そ
れ
が

実
現
す
る
ま
で
の
間
、「
ど
う
や
っ
て

国
民
の
命
を
守
る
の
か
」
と
い
う
戦
略

を
示
し
、
国
民
を
納
得
さ
せ
る
こ
と

だ
。

　

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
元
米
大
統
領
は

「
核
な
き
世
界
の
実
現
」
を
掲
げ
て
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。
だ
が
現

実
に
は
、
新
戦
略
兵
器
削
減
条
約
（
新

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
で
戦
略
核
の
配
備
数
を

千
五
百
五
十
発
に
削
減
し
た
だ
け
で
あ
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ミ
サ
イ
ル
白
紙
化
の
再
考
を
バ
イ
デ
ン

大
統
領
に
強
く
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
岸
田
首
相
が
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に

対
し
、
日
本
の
立
場
を
主
張
し
て
白
紙

化
の
再
考
を
促
し
た
か
ど
う
か
、
筆
者

は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

　
「
力
の
信
奉
者
」
で
あ
る
中
国
へ
の

抑
止
が
崩
れ
れ
ば
、
台
湾
海
峡
の
平
和

と
安
定
は
危
う
い
。
日
本
に
向
け
ら
れ

た
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
抑
止
し
、
威
嚇
、
恫
喝
を

ど
う
無
効
化
す
る
か
。
日
本
が
「
核
抑

止
戦
略
」
の
構
築
を
急
が
ね
ば
な
ら
な

い
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

核
に
対
す
る
抑
止
は
核
で
あ
り
、
通

常
兵
器
で
は
成
り
立
た
な
い
。
欧
州
で

核
戦
力
を
も
っ
て
核
戦
力
を
全
廃
し
た

よ
う
に
、
米
中
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
均
衡
を
取

り
戻
し
、
米
中
の
核
軍
縮
交
渉
を
開
始

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

二
〇
二
一
年
三
月
、
米
イ
ン
ド
太
平

洋
軍
司
令
官
は
議
会
に
要
望
書
を
提
出

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
サ
イ
ロ
が
約
三
百
基

建
設
中
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
同
年
十
二
月
、
ロ
イ
ド
・
オ
ー
ス

テ
ィ
ン
米
国
防
長
官
は
、
中
国
は
二
〇

三
〇
年
ま
で
に
核
弾
頭
を
約
一
千
発
に

増
勢
し
、
核
戦
力
の
三
本
柱
（
地
上
配

備
、
潜
水
艦
発
射
、
戦
略
爆
撃
機
搭

載
）
強
化
を
目
指
し
て
い
る
と
述
べ

た
。

　

二
〇
二
二
年
十
一
月
、
米
国
防
総
省

は
報
告
書
を
公
表
し
、
中
国
が
現
在
の

増
強
ペ
ー
ス
を
維
持
す
れ
ば
、
二
〇
三

五
年
に
は
核
弾
頭
が
千
五
百
発
ま
で
増

強
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
上
方
修
正

し
た
。
米
国
の
実
戦
配
備
の
戦
略
核
と

ほ
と
ん
ど
同
レ
ベ
ル
に
な
る
。
戦
略
核

で
均
衡
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
不
均
衡
が

決
定
的
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
日

本
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
へ
の
米
国
の

「
拡
大
抑
止
」
は
無
効
化
さ
れ
、「
核
の

傘
」
が
「
破
れ
傘
」
に
な
る
公
算
大
で

あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
欧
州
情

勢
の
再
現
で
あ
る
。

米
中
の
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ

　

二
〇
二
一
年
四
月
、
米
戦
略
軍
司
令

官
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
大
将
は

議
会
証
言
で
、
潜
水
艦
発
射
の
戦
術
核

ミ
サ
イ
ル
の
配
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
拡
大
抑
止
の
保
証
が
十
分
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
だ

が
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
ト
ラ
ン
プ

前
大
統
領
が
決
定
し
た
潜
水
艦
発
射
戦

術
核
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
を
白
紙
に
戻
し

た
。
二
〇
二
二
年
十
一
月
、
リ
チ
ャ
ー

ド
大
将
は
「
我
々
が
体
験
し
て
い
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
に
過
ぎ
な
い
。
も
っ
と
大
き
な
も

の
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
間
も
な
く

我
々
は
試
練
を
迎
え
る
だ
ろ
う
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

日
本
は
、
こ
の
潜
水
艦
発
射
戦
術
核

「
核
の
傘
」
が

　
　
　「
破
れ
傘
」
に
な
る
日

　

北
朝
鮮
は
昨
年
十
一
月
、「
火
星
17

号
」
を
発
射
し
た
。
米
国
全
土
を
射
程

に
収
め
る
可
能
性
が
あ
る
ミ
サ
イ
ル

だ
。
報
道
に
よ
る
と
、
か
な
り
の
技
術

的
進
展
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
実
戦
配

備
さ
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
ろ

う
。
そ
の
時
点
で
、
米
国
の
拡
大
抑

止
、
つ
ま
り
「
核
の
傘
」
は
「
破
れ

傘
」
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。「
拡
大

抑
止
の
提
供
」
と
は
い
え
、
ワ
シ
ン
ト

ン
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
米
国
が
日
本
を

防
衛
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら

だ
。

　

同
様
な
こ
と
が
一
九
七
〇
年
代
後

半
、
欧
州
で
起
こ
っ
た
。
ソ
連
は
中
距

離
核
ミ
サ
イ
ル
（
Ｓ
Ｓ
20
）
を
配
備

し
、
欧
州
と
の
間
で
中
距
離
核
戦
力

（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
に
不
均
衡
が
生
じ
た
。
Ｓ

Ｓ
20
で
欧
州
が
攻
撃
さ
れ
た
場
合
、
米

国
は
果
た
し
て
本
土
を
犠
牲
に
し
て
ま

で
戦
略
核
で
報
復
し
て
く
れ
る
の
か
。

米
国
の
「
核
の
傘
」
に
疑
念
を
抱
い
た

欧
州
は
、
Ｓ
Ｓ
20
と
同
等
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ

（
パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
ミ
サ
イ
ル
、
地
上
発

射
型
巡
航
ミ
サ
イ
ル
）
の
欧
州
配
備
を

米
国
に
迫
っ
た
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
欧
州
配
備
で
均
衡
が
実
現

す
る
や
、
米
ソ
軍
縮
交
渉
が
始
ま
っ

た
。
一
九
八
七
年
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
全
廃
条
約

と
し
て
結
実
し
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
は
全
廃
さ
れ

た
。
軍
拡
に
よ
っ
て
軍
縮
を
実
現
さ
せ

た
成
功
例
で
あ
る
。
だ
が
、
皮
肉
に
も

こ
の
成
功
が
、
現
在
の
米
中
の
著
し
い

ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
を
招
い
た
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｆ
全
廃
条
約
の
制
約
を
受
け
な

い
中
国
は
、
日
本
、
グ
ア
ム
を
射
程
に

収
め
る
短
・
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
着
々

と
整
備
し
、
今
や
千
九
百
基
が
配
備
さ

れ
て
い
る
と
い
う
（
ブ
ラ
ッ
ド
・
ロ
バ

ー
ツ
元
米
国
防
次
官
補
代
理
、
二
〇
二

〇
年
三
月
）。
片
や
米
国
の
保
有
は
ゼ

ロ
で
あ
る
。「
力
の
不
均
衡
」
は
戦
争

の
可
能
性
を
高
め
る
。
憂
慮
し
た
ト
ラ

ン
プ
政
権
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
全
廃
条
約
か
ら
離

脱
し
た
。
米
国
は
今
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
急
ピ

ッ
チ
で
開
発
中
で
あ
る
。

　

中
国
は
通
常
兵
器
の
み
な
ら
ず
、
核

戦
力
で
も
米
国
を
凌
駕
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
二
〇
二
一
年
夏
、
地
上
発
射
型
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日
本
配
備
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。
米

中
の
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
は
深
刻
で

あ
り
戦
争
の
誘
因
と
な
り
う
る
。「
時

の
政
権
が
命
運
を
か
け
て
決
断
を
し
、

国
民
に
説
明
す
べ
き
」
時
な
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
、

こ
こ
ぞ
と
い
う
絶
妙
の
瞬
間
に
、
戦
略

原
潜
を
日
本
に
寄
港
さ
せ
る
。
将
来
的

に
は
戦
略
原
潜
の
日
米
共
同
運
用
な

ど
、
拡
大
抑
止
強
化
策
に
つ
い
て
日
米

協
議
を
実
施
し
、
核
抑
止
戦
略
を
検
討

し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

核
抑
止
へ
の
当
事
者
意
識
持
て

　

核
を
持
ち
込
む
メ
リ
ッ
ト
は
、
核
抑

止
だ
け
で
は
な
い
。
核
に
係
る
米
軍
の

作
戦
計
画
策
定
へ
の
参
画
、
訓
練
へ
の

参
加
、
有
事
に
お
け
る
作
戦
発
動
や
意

思
決
定
へ
の
関
与
な
ど
を
米
国
に
要
求

で
き
る
。
こ
れ
ら
に
関
与
す
る
だ
け
で

お
い
て
岸
田
外
相
は
「
現
政
権
も
こ
の

（
岡
田
）
答
弁
を
引
き
継
い
で
い
る
」

と
答
弁
し
て
い
る
。

　

平
素
は
非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る
も

の
の
、
緊
急
時
に
は
「
持
ち
込
ま
せ

ず
」
は
変
更
で
き
る
。
こ
れ
だ
け
で
も

核
抑
止
政
策
の
選
択
肢
は
増
え
る
。
中

国
の
台
湾
武
力
侵
攻
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
る
今
、
ま
さ
に
「
緊
急
時
」
で
あ

る
。
台
湾
有
事
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は

遅
い
。

　

ド
イ
ツ
な
ど
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
五
カ
国

は
、
国
内
に
米
軍
の
核
弾
頭
（
Ｂ
61
）

を
平
時
か
ら
備
蓄
し
、
米
軍
と
の
核
共

有
を
図
っ
て
い
る
。
だ
が
、
縦
深
性
の

乏
し
い
島
国
日
本
に
あ
っ
て
、
同
様
な

核
共
有
が
合
理
的
と
は
筆
者
は
思
わ
な

い
。

　

他
方
で
、
こ
れ
か
ら
完
成
し
て
く
る

地
上
配
備
の
移
動
式
中
距
離
ミ
サ
イ
ル

は
、
弾
頭
が
核
、
非
核
に
か
か
わ
ら
ず

な
い
。
だ
が
「
持
ち
込
ま
せ
ず
」
の
原

則
は
、
時
の
内
閣
の
責
任
で
変
更
で
き

る
。

　

二
〇
一
〇
年
三
月
、
鳩
山
由
紀
夫
内

閣
の
岡
田
克
也
外
相
は
以
下
の
よ
う
に

答
弁
し
た
。「
核
搭
載
米
艦
船
の
一
時

寄
港
を
認
め
な
い
と
日
本
の
安
全
が
守

れ
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
時
の
政
権
が
命

運
を
か
け
て
ぎ
り
ぎ
り
の
決
断
を
し
、

国
民
に
説
明
す
べ
き
だ
」。
安
全
保
障

上
、
必
要
が
生
じ
れ
ば
、「
持
ち
込
ま

せ
ず
」
の
原
則
を
撤
回
し
、
米
軍
が
核

兵
器
を
日
本
へ
「
持
ち
込
む
」
こ
と
を

認
め
る
可
能
性
に
言
及
し
た
の
だ
。

　

ま
た
、「
国
民
の
安
全
が
危
機
的
状

況
に
な
っ
た
と
き
、
原
理
原
則
を
あ
く

ま
で
守
る
の
か
、
例
外
を
作
る
の
か

は
、
そ
の
と
き
の
政
権
が
判
断
す
べ
き

こ
と
で
あ
り
、
今
、
将
来
に
わ
た
っ
て

縛
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
も
述
べ

た
。
政
権
交
代
後
、
安
倍
晋
三
内
閣
に

し
た
。
中
国
へ
の
抑
止
は
崩
れ
つ
つ
あ

り
、
今
後
完
成
す
る
中
距
離
弾
道
ミ
サ

イ
ル
は
第
一
列
島
線
（
九
州
、
沖
縄
、

台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
シ
ナ
海
へ
の

ラ
イ
ン
）
に
配
備
す
べ
し
と
の
要
望
で

あ
る
。

　

最
近
、
米
政
府
は
日
本
の
世
論
の
理

解
を
得
る
の
が
難
し
い
と
の
理
由
で
日

本
配
備
を
見
送
る
方
針
と
い
う
報
道
が

あ
る
一
方
、
米
政
府
は
日
本
配
備
を
打

診
中
で
あ
り
、
日
本
は
配
備
受
け
入
れ

の
方
向
で
協
議
を
本
格
化
さ
せ
る
と
い

う
報
道
も
あ
る
。
真
偽
は
不
明
で
あ
る

が
、
こ
と
は
日
本
の
安
全
保
障
に
直
接

か
か
わ
る
。
政
府
は
日
本
国
民
を
説
得

し
、
日
本
配
備
を
実
現
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
、
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
英
首
相
や
ヘ
ル

ム
ー
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
独
首
相
（
い
ず

れ
も
当
時
）
が
、
反
対
世
論
を
押
し
切

っ
て
米
国
に
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
持
ち
込
ま
せ
た

の
を
想
起
す
べ
き
だ
。「
力
の
均
衡
」

を
取
り
戻
し
、
米
中
の
核
軍
縮
交
渉
開

始
に
向
け
、
日
本
が
主
導
的
役
割
を
果

た
す
べ
き
で
あ
る
。

非
核
三
原
則
の
見
直
し

　

米
国
の
核
政
策
は
「
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｄ

（N
either C

onfirm
, N

or D
eny

）」、
つ

ま
り
否
定
も
肯
定
も
し
な
い
政
策
を
採

っ
て
い
る
。
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に

つ
い
て
も
、
核
弾
頭
が
搭
載
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
に
し
な
い
だ
ろ

う
。
ミ
サ
イ
ル
を
日
本
に
配
備
す
る
場

合
、
非
核
三
原
則
が
足
か
せ
に
な
る
こ

と
は
確
か
だ
。
だ
が
、
こ
と
は
日
本
の

安
全
保
障
な
の
で
あ
る
。
必
要
が
あ
れ

ば
、
非
核
三
原
則
も
見
直
す
べ
き
だ
。

国
民
の
安
全
確
保
が
目
的
で
あ
り
、
非

核
三
原
則
自
体
が
目
的
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。

　

安
倍
晋
三
元
首
相
は
生
前
、
米
国
の

拡
大
抑
止
強
化
の
議
論
を
進
め
る
た

め
、「
核
共
有
の
議
論
を
す
べ
し
」
と

い
う
高
め
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
。
直
後

の
世
論
調
査
で
は
国
民
の
約
八
割
が

「
議
論
す
べ
き
」
に
賛
成
だ
っ
た
。
自

民
党
は
そ
れ
を
受
け
、
安
全
保
障
調
査

会
で
核
抑
止
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
い

た
。
だ
が
「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
、
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
我
が
国
の

立
場
は
絶
対
に
崩
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
情
緒
的
で
浅
薄
な
議
論
に
終
始
し

た
。
宮
澤
博
行
国
防
部
会
長
（
当
時
）

が
「
議
論
は
し
な
い
」
と
打
ち
切
り
を

決
め
、
検
討
会
は
こ
の
一
回
を
も
っ
て

「
ア
リ
バ
イ
作
り
」
に
終
わ
っ
た
。
せ

っ
か
く
の
機
会
を
自
民
党
自
ら
が
潰

し
、
国
民
に
思
考
停
止
を
強
要
し
た
。

　

核
兵
器
を
自
前
で
保
有
す
る
の
は
、

国
民
感
情
、
国
際
世
論
、
実
験
場
、
そ

し
て
核
拡
散
防
止
条
約
や
原
子
力
基
本

法
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
現
実
的
で
は
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し
つ
つ
、
タ
ブ
ー
な
き
議
論
に
よ
り
、

核
抑
止
を
図
っ
て
い
か
ね
ば
、
今
後
の

厳
し
い
安
全
保
障
環
境
を
日
本
は
生
き

抜
い
て
い
け
な
い
。

　

安
保
戦
略
に
関
し
、「
核
抑
止
戦
略

の
欠
如
」
を
指
摘
し
た
。
だ
が
、
こ
れ

以
外
は
、
極
め
て
現
実
的
で
優
れ
た
安

保
戦
略
で
あ
る
。
日
米
首
脳
会
談
の
共

同
声
明
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
言
葉
だ

け
で
な
く
、
行
動
」
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
は
早
急
に
三
文
書
を
実
行
に
移

す
こ
と
が
何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
。

同
時
に
「
緊
急
時
」
と
の
認
識
の
下
、

安
保
戦
略
を
超
え
る
決
断
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
可
能
性
も
予
期
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

は
こ
の
協
議
は
課
長
ク
ラ
ス
が
や
っ
て

い
た
が
、
よ
う
や
く
審
議
官
ク
ラ
ス
に

な
っ
た
と
い
う
。
韓
国
は
昔
か
ら
次
官

ク
ラ
ス
が
や
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
い

か
に
日
本
が
核
抑
止
へ
の
当
事
者
意
識

が
低
い
か
が
分
か
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
我
々
に
い
つ

で
も
二
十
世
紀
型
戦
争
が
起
こ
り
う
る

こ
と
を
突
き
付
け
た
。
ま
た
核
の
威

嚇
、
恫
喝
が
、
戦
争
遂
行
と
同
等
の
政

治
力
を
持
ち
、
平
時
か
ら
行
使
さ
れ
う

る
こ
と
も
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
戦
争

を
絵
空
事
と
し
て
惰
眠
を
貪
る
こ
と
は

も
は
や
で
き
な
い
。
核
抑
止
に
つ
い
て

も
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
自
ら
に
か
か

る
火
の
粉
は
自
ら
が
払
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

　

日
本
に
は
安
全
保
障
に
関
し
、
感
情

的
で
不
条
理
な
障
害
が
い
ま
だ
多
く
立

ち
塞
が
っ
て
い
る
。
核
に
対
す
る
タ
ブ

ー
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
現
実
を
直
視

拡
大
抑
止
の
信
頼
性
は
増
す
。
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
の
核
共
有
も
核
計
画
グ
ル
ー
プ
（
Ｎ

Ｐ
Ｇ
）
へ
の
参
画
が
目
的
と
も
い
わ
れ

る
。
昨
年
三
月
、
自
民
党
の
茂
木
敏
充

幹
事
長
が
述
べ
た
よ
う
に
、「
物
理
的

な
共
有
で
は
な
く
、
核
抑
止
力
や
意
思

決
定
を
共
有
す
る
仕
組
み
」
に
参
画
す

る
意
味
は
大
き
い
。

　

今
年
一
月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
実
施
さ

れ
た
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
（
２

プ
ラ
ス
２
）
の
共
同
発
表
に
「
日
米
拡

大
抑
止
協
議
及
び
様
々
な
ハ
イ
レ
ベ
ル

で
の
協
議
を
通
じ
、
実
質
的
な
議
論
を

深
め
て
い
く
意
図
を
有
し
て
い
る
」
と

あ
る
。「
米
国
の
拡
大
抑
止
が
信
頼
で

き
、
強
靭
な
も
の
で
あ
り
続
け
る
こ
と

を
確
保
す
る
こ
と
の
決
定
的
な
重
要
性

を
再
確
認
し
た
」
と
も
述
べ
る
。
な
ら

ば
日
米
拡
大
抑
止
協
議
を
通
じ
、「
核

の
傘
」
の
信
頼
性
向
上
へ
の
具
体
策
に

ま
で
踏
み
込
む
必
要
が
あ
る
。
冷
戦
時

お
り
た
・
く
に
お　
昭
和
二
十
七
年
生
ま
れ
。

防
衛
大
学
校
卒
業
後
、
航
空
自
衛
隊
に
入
り
、
Ｆ

４
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
ど
を
経
て
、
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
客
員
研
究
員
、
航
空
幕
僚
監
部
防
衛
部

長
、
航
空
支
援
集
団
司
令
官
な
ど
を
歴
任
。
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